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第
十
八
条
中
第
七
項
を
第
九
項
と
し
、
第
六
項
を
第
八
項
と
し
、
第
五
項
を
第
七
項
と
し
、
第
四
項
に
次
の
一
号

を
加
え
る
。

六

第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
土
地
が
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
土
地
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、

当
該
土
地
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
要
件
を
備
え
る
こ
と
。

イ

農
用
地
で
あ
っ
て
、
当
該
土
地
に
係
る
賃
借
権
の
設
定
等
の
内
容
が
農
地
法
第
五
条
第
一
項
本
文
に
規
定

す
る
場
合
に
該
当
す
る
も
の

同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
許
可
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
に
該
当
し
な
い
こ
と
。

ロ

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
八
号
）
第
八
条
第
二
項
第
一
号
に

規
定
す
る
農
用
地
区
域
内
の
土
地
で
あ
っ
て
、
当
該
土
地
に
係
る
賃
借
権
の
設
定
等
の
内
容
が
同
法
第
十
五

条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
開
発
行
為
に
該
当
す
る
も
の
（
イ
に
掲
げ
る
土
地
を
除
く
。）
同
条
第
四
項
の

規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
許
可
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
該
当
し
な
い
こ
と
。

第
十
八
条
第
四
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

６

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
の
認
可
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
申
請
に
係
る
農
用
地
利
用
配
分

計
画
に
定
め
ら
れ
た
土
地
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
土
地
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
農
用
地
利
用
配

分
計
画
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
者
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

前
項
第
六
号
イ
に
掲
げ
る
土
地
（
農
地
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
市
町
村
の
区
域
内
の
も
の
に
限

る
。）
当
該
指
定
市
町
村
の
長

二

前
項
第
六
号
ロ
に
掲
げ
る
土
地
（
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
第
十
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す

る
指
定
市
町
村
の
区
域
内
の
も
の
に
限
る
。）
当
該
指
定
市
町
村
の
長

第
十
八
条
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

農
地
中
間
管
理
機
構
は
、
第
一
項
の
認
可
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
聴
取
し
た

利
害
関
係
人
の
意
見
を
記
載
し
た
書
類
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
九
条
第
一
項
中
「
市
町
村
」
の
下
に
「
又
は
農
用
地
の
利
用
の
促
進
を
行
う
者
で
あ
っ
て
農
林
水
産
省
令
で

定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
し
て
市
町
村
が
指
定
す
る
も
の（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て「
市
町
村
等
」と
い
う
。）」

を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
市
町
村
」
を
「
市
町
村
等
」
に
、「
同
条
第
四
項
各
号
」
を
「
同
条
第
五
項
各
号
」
に
改

め
、
同
条
第
三
項
中
「
市
町
村
」
を
「
市
町
村
等
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
農
用
地
利
用
配
分
計
画
に
よ
ら
な
い
賃
借
権
の
設
定
等
）

第
十
九
条
の
二

農
地
中
間
管
理
機
構
は
、
一
の
農
用
地
利
用
集
積
計
画
（
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
第
十
八
条

第
一
項
の
農
用
地
利
用
集
積
計
画
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
お
い
て
当
該
農
地
中
間
管
理
機
構
が
賃
借
権
の
設
定

等
を
受
け
る
農
用
地
等
に
つ
い
て
同
時
に
賃
借
権
の
設
定
等
を
行
う
場
合
に
は
、
農
用
地
利
用
配
分
計
画
に
よ
ら

ず
、
当
該
賃
借
権
の
設
定
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
賃
借
権
の
設
定
等
を
行
う
こ

と
に
つ
い
て
同
条
第
三
項
第
四
号
の
同
意
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

２

第
十
八
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
同
条
第
三
項
中
「
農
用
地
利
用
配
分
計
画
を
定
め
る
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
協
議
を
す
る
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
第
一
項
の
認
可
の
申
請
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
協
議
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
協
議
に
係
る
農
用
地
利
用

集
積
計
画
が
第
十
八
条
第
五
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
要
件
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
れ
に
同
意
す
る

も
の
と
す
る
。

第
二
十
一
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

農
地
中
間
管
理
機
構
は
、
第
十
八
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
が
あ
っ
た
農
用
地
利
用
配
分
計
画
又
は
農
業

経
営
基
盤
強
化
促
進
法
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
公
告
が
あ
っ
た
農
用
地
利
用
集
積
計
画
（
第
十
九
条
の
二
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
十
八
条
第
三
項
第
四
号
の
同
意
を
し
た
も
の
に
限
る
。）の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
賃
借

権
の
設
定
等
を
受
け
た
者
に
対
し
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
賃
借
権
の
設
定
等
を
受
け

た
農
用
地
等
の
利
用
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
一
条
第
二
項
中
「
該
当
す
る
と
き
」
の
下
に
「
、
又
は
農
地
法
第
六
条
の
二
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ

る
通
知
を
受
け
た
と
き
」
を
加
え
、「
同
項
」
を
「
前
項
」
に
改
め
る
。

農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
元
年
五
月
二
十
四
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
律
第
十
二
号

農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
一
条

農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
こ
の
項
に
お
い
て
」
を
削
り
、「
及
び
」
の
下
に
「
採
草
放
牧
地
（
」
を
加
え
、「
主
と
し
て
」

を
「
、
主
と
し
て
」
に
改
め
、「
も
の
を
い
う
」
の
下
に
「
。
第
三
十
二
条
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
い
う
」
を
加

え
、
同
条
第
二
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

開
発
し
て
農
用
地
又
は
農
業
用
施
設
の
用
に
供
さ
れ
る
土
地
と
す
る
こ
と
が
適
当
な
土
地

第
二
条
第
三
項
中
「
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
八
号
）
第
六
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
農
業
振
興
地
域
の
区
域
内
に
限
る
」
を
「
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百

号
）
第
七
条
第
一
項
の
市
街
化
区
域
と
定
め
ら
れ
た
区
域
（
当
該
区
域
以
外
の
区
域
に
存
す
る
農
用
地
と
一
体
と
し

て
農
業
上
の
利
用
が
行
わ
れ
て
い
る
農
用
地
の
存
す
る
も
の
を
除
き
、
同
法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
協

議
を
要
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
協
議
が
調
っ
た
も
の
に
限
る
。）を
除
く
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
十
八

条
第
七
項
」
を
「
第
十
八
条
第
九
項
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
第
四
号
の
次
に
次
の
一

号
を
加
え
る
。

五

農
地
中
間
管
理
権
を
有
す
る
農
用
地
等
を
利
用
し
て
行
う
、
新
た
に
農
業
経
営
を
営
も
う
と
す
る
者
が
農
業

の
技
術
又
は
経
営
方
法
を
実
地
に
習
得
す
る
た
め
の
研
修
を
行
う
こ
と
。

第
八
条
第
三
項
第
四
号
ロ
を
同
号
ハ
と
し
、
同
号
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

農
地
中
間
管
理
権
の
取
得
に
当
た
っ
て
、
当
該
取
得
し
た
農
地
の
貸
付
け
を
円
滑
に
行
う
観
点
か
ら
、
農

地
法
第
三
十
二
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
農
地
に
つ
い
て
、
当
該
農
地
の
所
有
者
（
そ
の
農

地
に
つ
い
て
所
有
権
以
外
の
権
原
に
基
づ
き
使
用
及
び
収
益
を
す
る
者
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
者
。
以
下

こ
の
ロ
に
お
い
て
「
所
有
者
等
」
と
い
う
。）が
農
業
上
の
利
用
の
増
進
を
図
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず

る
こ
と
に
よ
り
当
該
農
地
の
貸
付
け
が
行
わ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
場
合
に
、
農
地
中
間
管
理
機
構
が
、
所
有

者
等
に
対
し
当
該
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
促
す
こ
と
。

第
十
八
条
第
一
項
中
「
こ
の
条
及
び
第
二
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改

め
る
。

３

農
地
中
間
管
理
機
構
は
、
農
用
地
利
用
配
分
計
画
を
定
め
る
場
合
に
は
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
利
害
関
係
人
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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